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裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律 

 

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
次
条
」
の
下
に
「
又
は
第
三
条
の
二
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
対
象
事
件
か
ら
の
除
外
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
畏い

怖
し
」
を
「
畏
怖
し
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
三
条
の
二 

地
方
裁
判
所
は
、
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
件
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
検

察
官
、
被
告
人
若
し
く
は
弁
護
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
こ
れ
を
裁
判
官
の
合
議
体
で
取
り
扱
う
決
定
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

公
判
前
整
理
手
続
に
よ
る
当
該
事
件
の
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
を
経
た
場
合
で
あ
っ
て
、
審
判
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ

る
期
間
が
著
し
く
長
期
に
わ
た
る
こ
と
又
は
裁
判
員
が
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
見
込
ま
れ
る
公
判
期
日
若
し
く
は

公
判
準
備
が
著
し
く
多
数
に
上
る
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
お
い
て
、
他
の
事
件
に
お
け
る
裁
判
員
の

選
任
又
は
解
任
の
状
況
、
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
裁
判
員
等
選
任
手
続
の
経
過
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
裁

判
員
の
選
任
が
困
難
で
あ
り
又
は
審
判
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
期
間
の
終
了
に
至
る
ま
で
裁
判
員
の
職
務
の
遂
行
を
確
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保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。 

 

二 
第
二
条
第
一
項
の
合
議
体
を
構
成
す
る
裁
判
員
の
員
数
に
不
足
が
生
じ
、
か
つ
、
裁
判
員
に
選
任
す
べ
き
補
充
裁
判
員

が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
審
判
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
期
間
が
著
し
く
長
期
に
わ
た
る
こ
と
又
は
そ
の
期
間

中
に
裁
判
員
が
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
見
込
ま
れ
る
公
判
期
日
若
し
く
は
公
判
準
備
が
著
し
く
多
数
に
上
る
こ
と

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
お
い
て
、
他
の
事
件
に
お
け
る
裁
判
員
の
選
任
又
は
解
任
の
状
況
、
第
四
十
六
条

第
二
項
及
び
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
選
任
の
た

め
の
手
続
の
経
過
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
裁
判
員
の
選
任
が
困
難
で
あ
り
又
は
審
判
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
期
間

の
終
了
に
至
る
ま
で
裁
判
員
の
職
務
の
遂
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。 

２ 

前
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
決
定
及
び
同
項
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
決
定
又
は
同
項
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
を
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

事
件
の
係
属
す
る
裁
判
所
の
裁
判
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
十
六
条
第
八
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 
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ホ 

重
大
な
災
害
に
よ
り
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け
、
そ
の
生
活
の
再
建
の
た
め
の
用
務
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
。 

 

第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
非
常
災
害
時
に
お
け
る
呼
出
し
を
し
な
い
措
置
） 

第
二
十
七
条
の
二 

裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ

た
裁
判
員
候
補
者
の
う
ち
、
著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
に
よ
り
、
郵
便
物
の
配
達
若
し
く
は
取
集
が
極
め
て
困
難

で
あ
る
地
域
又
は
交
通
が
途
絶
し
若
し
く
は
遮
断
さ
れ
た
地
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
呼
出
し
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。  

 

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
並
び
に
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
、
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
「
第
六
項

ま
で
」
の
下
に
「
並
び
に
前
条
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
次
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
被
害
者
特
定
事
項
の
取
扱
い
） 

第
三
十
三
条
の
二 

裁
判
官
、
検
察
官
、
被
告
人
及
び
弁
護
人
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
九
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
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決
定
が
あ
っ
た
事
件
の
裁
判
員
等
選
任
手
続
に
お
い
て
は
、
裁
判
員
候
補
者
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
被
害
者
特
定

事
項
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
害
者
特
定
事
項
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
明
ら
か
に
し
て
は
な
ら

な
い
。 

２ 

裁
判
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
裁
判
員
等
選
任
手
続
に
お
い
て
裁
判
員
候
補
者
に
対
し
て
被
害
者
特
定
事
項
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
裁
判
員
候
補
者
に
対
し
、
当
該
被
害
者
特
定
事
項
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
告
知
す
る
も
の

と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
を
受
け
た
裁
判
員
候
補
者
又
は
当
該
裁
判
員
候
補
者
で
あ
っ
た
者
は
、
裁
判
員
等
選
任
手
続
に

お
い
て
知
っ
た
被
害
者
特
定
事
項
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  

第
四
十
八
条
第
二
号
中
「
第
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
条
の
二
第
一
項
」
を
、
「
事
件
」
の
下
に
「
又
は
同
項
の
合

議
体
で
取
り
扱
う
べ
き
事
件
」
を
加
え
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。 

  

第
九
十
七
条
第
五
項
中
「
お
け
る
」
の
下
に
「
第
二
十
七
条
の
二
、
」
を
、
「
つ
い
て
は
、
」
の
下
に
「
第
二
十
七
条
の
二

中
「
前
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
七
条
第
二
項
」
と
、
「
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
裁

判
員
候
補
者
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
任
予
定
裁
判
員
」
と
、
「
前
条
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
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第
二
項
の
」
と
、
」
を
加
え
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条

の
二
（
新
法
第
三
十
八
条
第
二
項
（
新
法
第
四
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
七
条
第
二

項
及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
さ
れ

た
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
選
任
の
た
め
の
手
続
並
び
に
選
任
予
定
裁
判
員
の
選
定
の
た
め
の
手
続
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

 

（
検
討
） 

３ 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
裁
判
の
制
度
が
我
が
国
の
司
法
制
度
の
基
盤

と
し
て
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
な
る
よ
う
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 
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裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
条
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 

○ 
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
） 

  
 

新 
 

旧 
 

 
 

（
対
象
事
件
及
び
合
議
体
の
構
成
） 

 

第
二
条 

地
方
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
次 

 
 

条
又
は
第
三
条
の
二
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
こ
の
法 

 
 

律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
が
構 

 

成
さ
れ
た
後
は
、
裁
判
所
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら 

 
 

ず
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
で
こ
れ
を
取
り
扱
う
。 

 
 

一 

死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
に
係 

 
 

 

る
事
件 

 
 

二 

（
略
） 

 

２
～
７ 

（
略
） 

 
 

（
対
象
事
件
か
ら
の
除
外
） 

 

第
三
条 

地
方
裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
件
に 

 
 

つ
い
て
、
被
告
人
の
言
動
、
被
告
人
が
そ
の
構
成
員
で
あ
る
団 

 
 

体
の
主
張
若
し
く
は
当
該
団
体
の
他
の
構
成
員
の
言
動
又
は
現 

 
 

に
裁
判
員
候
補
者
若
し
く
は
裁
判
員
に
対
す
る
加
害
若
し
く
は 

 
 

そ
の
告
知
が
行
わ
れ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
裁
判
員 

 
 

候
補
者
、
裁
判
員
若
し
く
は
裁
判
員
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
そ 

 
 

の
親
族
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は 

 
 

財
産
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
生
活 

 
 

の
平
穏
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
裁 

 
 

判
員
候
補
者
又
は
裁
判
員
が
畏
怖
し
、
裁
判
員
候
補
者
の
出
頭 

 
 

（
対
象
事
件
及
び
合
議
体
の
構
成
） 

 

第
二
条 

地
方
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
次 

 
 

条
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ 

 
 

ろ
に
よ
り
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
が
構
成
さ
れ
た
後
は
、 

 
 

裁
判
所
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
員
の
参 

 
 

加
す
る
合
議
体
で
こ
れ
を
取
り
扱
う
。 

 
 

一 

死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮こ 

に
当
た
る
罪
に
係 

 
 

 

る
事
件 

 
 

二 

（
略
） 

 

２
～
７ 

（
略
） 

 
 

（
対
象
事
件
か
ら
の
除
外
） 

 

第
三
条 

地
方
裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
件
に 

 
 

つ
い
て
、
被
告
人
の
言
動
、
被
告
人
が
そ
の
構
成
員
で
あ
る
団 

 
 

体
の
主
張
若
し
く
は
当
該
団
体
の
他
の
構
成
員
の
言
動
又
は
現 

 
 

に
裁
判
員
候
補
者
若
し
く
は
裁
判
員
に
対
す
る
加
害
若
し
く
は 

 
 

そ
の
告
知
が
行
わ
れ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
裁
判
員 

 
 

候
補
者
、
裁
判
員
若
し
く
は
裁
判
員
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
そ 

 
 

の
親
族
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は 

 
 

財
産
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
生
活 

 
 

の
平
穏
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
裁 

 
 

判
員
候
補
者
又
は
裁
判
員
が
畏い 

怖
し
、
裁
判
員
候
補
者
の
出
頭 
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を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
又
は
裁
判
員
の
職
務 

 
 

の
遂
行
が
で
き
ず
こ
れ
に
代
わ
る
裁
判
員
の
選
任
も
困
難
で
あ 

 
 

る
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
、
被
告
人
若
し
く
は
弁
護
人
の 

 
 

請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
こ
れ
を
裁
判
官
の
合
議
体
で
取
り 

 
 

扱
う
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２
～
６ 

（
略
） 

 

第
三
条
の
二 
地
方
裁
判
所
は
、
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る 

 
 

事
件
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
検
察 

 
 

官
、
被
告
人
若
し
く
は
弁
護
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、 

 
 

こ
れ
を
裁
判
官
の
合
議
体
で
取
り
扱
う
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な 

 
 

ら
な
い
。 

 
 

一 

公
判
前
整
理
手
続
に
よ
る
当
該
事
件
の
争
点
及
び
証
拠
の 

 
 

 

整
理
を
経
た
場
合
で
あ
っ
て
、
審
判
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ 

 
 

 

る
期
間
が
著
し
く
長
期
に
わ
た
る
こ
と
又
は
裁
判
員
が
出
頭 

 
 

 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
見
込
ま
れ
る
公
判
期
日
若
し
く
は 

 
 

 

公
判
準
備
が
著
し
く
多
数
に
上
る
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
が 

 
 

 

で
き
な
い
と
き
に
お
い
て
、
他
の
事
件
に
お
け
る
裁
判
員
の 

 
 

 

選
任
又
は
解
任
の
状
況
、
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る 

 
 

 

裁
判
員
等
選
任
手
続
の
経
過
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
裁 

 
 

 

判
員
の
選
任
が
困
難
で
あ
り
又
は
審
判
に
要
す
る
と
見
込
ま 

 
 

 

れ
る
期
間
の
終
了
に
至
る
ま
で
裁
判
員
の
職
務
の
遂
行
を
確 

 
 

 

保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。 

 
 

二 

第
二
条
第
一
項
の
合
議
体
を
構
成
す
る
裁
判
員
の
員
数
に 

 
 

 

不
足
が
生
じ
、
か
つ
、
裁
判
員
に
選
任
す
べ
き
補
充
裁
判
員 

 
 

 

が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
審
判
に
要
す
る
と
見
込 

 
 

 

ま
れ
る
期
間
が
著
し
く
長
期
に
わ
た
る
こ
と
又
は
そ
の
期
間 

 
 

 

中
に
裁
判
員
が
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
見
込
ま
れ
る 

 
 

 

公
判
期
日
若
し
く
は
公
判
準
備
が
著
し
く
多
数
に
上
る
こ
と 

 
 

を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
又
は
裁
判
員
の
職
務 

 
 

の
遂
行
が
で
き
ず
こ
れ
に
代
わ
る
裁
判
員
の
選
任
も
困
難
で
あ 

 
 

る
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
、
被
告
人
若
し
く
は
弁
護
人
の 

 
 

請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
こ
れ
を
裁
判
官
の
合
議
体
で
取
り 

 
 

扱
う
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２
～
６ 

（
略
） 

 

（
新
設
） 
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を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
お
い
て
、
他
の
事
件 

 
 

 

に
お
け
る
裁
判
員
の
選
任
又
は
解
任
の
状
況
、
第
四
十
六
条 

 
 

 
第
二
項
及
び
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
一
項 

 
 

 
後
段
の
規
定
に
よ
る
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
選
任
の
た 

 
 

 

め
の
手
続
の
経
過
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
裁
判
員
の
選 

 
 

 

任
が
困
難
で
あ
り
又
は
審
判
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
期
間 

 
 

 

の
終
了
に
至
る
ま
で
裁
判
員
の
職
務
の
遂
行
を
確
保
す
る
こ 

 
 

 

と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。 

 

２ 

前
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、 

 
 

前
項
の
決
定
及
び
同
項
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
に
つ
い
て
準 

 
 

用
す
る
。 

 

３ 

第
一
項
の
決
定
又
は
同
項
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
を
す
る 

 
 

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事 

 
 

件
の
係
属
す
る
裁
判
所
の
裁
判
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な 

 
 

ら
な
い
。 

 
 

（
辞
退
事
由
） 

 

第
十
六
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
裁
判
員 

 
 

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
辞
退
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る 

 
 

。 
 
 

一
～
七 

（
略
） 

 
 

八 

次
に
掲
げ
る
事
由
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い 

 
 

 

事
由
が
あ
り
、
裁
判
員
の
職
務
を
行
う
こ
と
又
は
裁
判
員
候 

 

補
者
と
し
て
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
裁
判
員
等
選 

 
 

 

任
手
続
の
期
日
に
出
頭
す
る
こ
と
が
困
難
な
者 

 
 

 

イ
～
ニ 

（
略
） 

 
 

 

ホ 

重
大
な
災
害
に
よ
り
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け 

、
そ
の
生
活
の
再
建
の
た
め
の
用
務
を
行
う
必
要
が
あ
る 

 
 

 
 

こ
と
。 

               
 

（
辞
退
事
由
） 

 

第
十
六
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
裁
判
員 

 
 

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
辞
退
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る 

 
 

。 
 
 

一
～
七 

（
略
） 

 
 

八 

次
に
掲
げ
る
事
由
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い 

 
 

 

事
由
が
あ
り
、
裁
判
員
の
職
務
を
行
う
こ
と
又
は
裁
判
員
候 

 
 

 

補
者
と
し
て
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
裁
判
員
等
選 

 
 

 
任
手
続
の
期
日
に
出
頭
す
る
こ
と
が
困
難
な
者 

 
 

 
イ
～
ニ 

（
略
） 

 
 

 

（
新
設
） 
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（
非
常
災
害
時
に
お
け
る
呼
出
し
を
し
な
い
措
置
） 

 
第
二
十
七
条
の
二 

裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か 

 
 

か
わ
ら
ず
、
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た 

 
 

裁
判
員
候
補
者
の
う
ち
、
著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害 

 
 

に
よ
り
、
郵
便
物
の
配
達
若
し
く
は
取
集
が
極
め
て
困
難
で
あ 

 
 

る
地
域
又
は
交
通
が
途
絶
し
若
し
く
は
遮
断
さ
れ
た
地
域
に
住 

 
 

所
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
呼 

 
 

出
し
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

（
裁
判
員
候
補
者
の
追
加
呼
出
し
） 

 

第
二
十
八
条 

（
略
） 

 

２ 

第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
た 

 
 

だ
し
書
及
び
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
前
条
の
規
定
は 

 
 

、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十 

 
 

六
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
員
数
」
と 

 
 

あ
る
の
は
、
「
裁
判
所
が
必
要
と
認
め
た
員
数
」
と
読
み
替
え 

 
 

る
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
裁
判
員
等
選
任
手
続
の
方
式
） 

 

第
三
十
三
条 

（
略
） 

 

２ 

（
略
） 

 

３ 

裁
判
員
等
選
任
手
続
は
、
第
三
十
四
条
第
四
項
及
び
第
三
十 

 
 

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
不
選
任
の
決
定
の
請
求
が
裁
判
員 

 
 

候
補
者
の
面
前
に
お
い
て
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の 

 
 

他
裁
判
員
候
補
者
の
心
情
に
十
分
配
慮
し
て
、
こ
れ
を
行
わ
な 

 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

４ 

（
略
） 

 
 

（
被
害
者
特
定
事
項
の
取
扱
い
） 

 

第
三
十
三
条
の
二 

裁
判
官
、
検
察
官
、
被
告
人
及
び
弁
護
人
は 

 
 

、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
九
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
決 

 

（
新
設
） 

        
 

（
裁
判
員
候
補
者
の
追
加
呼
出
し
） 

 

第
二
十
八
条 

（
略
） 

 

２ 

第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
前
条
第
一
項
た
だ 

 
 

し
書
及
び
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合 

 
 

に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
第
三
項
中 

 
 

「
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
員
数
」
と
あ
る
の
は
、
「 

 
 

裁
判
所
が
必
要
と
認
め
た
員
数
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る 

 
 

。 
 
 

（
裁
判
員
等
選
任
手
続
の
方
式
） 

 

第
三
十
三
条 

（
略
） 

 

２ 

（
略
） 

 

３ 

裁
判
員
等
選
任
手
続
は
、
次
条
第
四
項
及
び
第
三
十
六
条
第 

 
 

一
項
の
規
定
に
よ
る
不
選
任
の
決
定
の
請
求
が
裁
判
員
候
補
者 

 
 

の
面
前
に
お
い
て
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の
他
裁
判 

 
員
候
補
者
の
心
情
に
十
分
配
慮
し
て
、
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば 

 
な
ら
な
い
。 

 

４ 
（
略
） 

 

（
新
設
） 
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定
が
あ
っ
た
事
件
の
裁
判
員
等
選
任
手
続
に
お
い
て
は
、
裁
判 

 
 

員
候
補
者
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
被
害
者
特
定
事
項 

 
 

（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
害
者
特
定
事
項
を
い
う
。
以
下 

 
 

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
明
ら
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

２ 

裁
判
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
裁
判
員
等
選
任
手
続
に
お
い 

 
 

て
裁
判
員
候
補
者
に
対
し
て
被
害
者
特
定
事
項
が
明
ら
か
に
さ 

 
 

れ
た
場
合
に
は
、
当
該
裁
判
員
候
補
者
に
対
し
、
当
該
被
害
者 

 
 

特
定
事
項
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
告
知
す
る
も
の
と
す 

 
 

る
。 

 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
を
受
け
た
裁
判
員
候
補
者
又
は
当 

 
 

該
裁
判
員
候
補
者
で
あ
っ
た
者
は
、
裁
判
員
等
選
任
手
続
に
お 

 
 

い
て
知
っ
た
被
害
者
特
定
事
項
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

（
裁
判
員
等
の
任
務
の
終
了
） 

 

第
四
十
八
条 

裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
任
務
は
、
次
の
い
ず 

 
 

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
終
了
す
る
。 

 
 

一 

（
略
） 

 
 

二 

第
三
条
第
一
項
、
第
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
五
条
た
だ 

 
 

 

し
書
の
決
定
に
よ
り
、
第
二
条
第
一
項
の
合
議
体
が
取
り
扱 

 
 

 

っ
て
い
る
事
件
又
は
同
項
の
合
議
体
で
取
り
扱
う
べ
き
事
件 

 
 

 

の
全
て
を
一
人
の
裁
判
官
又
は
裁
判
官
の
合
議
体
で
取
り
扱 

 
 

 

う
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。 

 

第
九
十
七
条 

（
略
） 

 

２
～
４ 

（
略
） 

 

５ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
予
定
裁
判
員
を
裁
判
員
に
選
任 

 
 

す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
七
条
の
二
、
第
二
十
九
条
第
一
項 

 
 

及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ 

 
 

い
て
は
、
第
二
十
七
条
の
二
中
「
前
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る 

 
 

の
は
「
第
九
十
七
条
第
二
項
」
と
、
「
第
二
十
六
条
第
三
項
の 

            
 

（
裁
判
員
等
の
任
務
の
終
了
） 

 

第
四
十
八
条 

裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
任
務
は
、
次
の
い
ず 

 
 

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
終
了
す
る
。 

 
 

一 

（
略
） 

 
 

二 

第
三
条
第
一
項
又
は
第
五
条
た
だ
し
書
の
決
定
に
よ
り
、 

 
 

 

第
二
条
第
一
項
の
合
議
体
が
取
り
扱
っ
て
い
る
事
件
の
す
べ 

 
 

 

て
を
一
人
の
裁
判
官
又
は
裁
判
官
の
合
議
体
で
取
り
扱
う
こ 

 
 

 

と
と
な
っ
た
と
き
。 

  
第
九
十
七
条 

（
略
） 

 
２
～
４ 

（
略
） 

 
５ 
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
予
定
裁
判
員
を
裁
判
員
に
選
任 

 
 

す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に 

 
 

第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
九 

 
 

条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
裁
判
員
候
補
者
」
と
あ
る
の
は
「 

 
 

選
任
予
定
裁
判
員
」
と
、
第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一 
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規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
裁
判
員
候
補
者
」
と
あ
る
の
は
「
同 

 
 

条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
任
予
定
裁
判
員
」
と
、
「
前
条
第
一 

 
 

項
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
の
」
と
、
第
二
十
九
条
第 

 
 

一
項
及
び
第
二
項
中
「
裁
判
員
候
補
者
」
と
あ
る
の
は
「
選
任 

 
 

予
定
裁
判
員
」
と
、
第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」 

 
 

と
あ
る
の
は
「
第
九
十
七
条
第
一
項
」
と
す
る
。 

 
 

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
七
条
第
一
項
」
と
す
る
。 

 



 

- 1 - 
 

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

（
衆
議
院
法
務
委
員
会
） 

政
府
及
び
最
高
裁
判
所
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

一 

長
期
間
の
審
判
を
要
す
る
事
件
等
は
、
国
民
の
関
心
が
高
く
、
社
会
へ
の
影
響
も
大
き
い
事
件
が
多
い
こ
と
か
ら
、
裁

判
員
制
度
が
創
設
さ
れ
た
目
的
に
鑑
み
、
そ
の
除
外
決
定
は
極
め
て
例
外
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
本
法
の
趣
旨
の

周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。 

二 

審
判
に
著
し
い
長
期
間
を
要
す
る
事
件
等
の
対
象
事
件
か
ら
の
除
外
決
定
は
極
め
て
例
外
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
除
外
の
要
否
の
検
討
を
行
う
前
提
と
し
て
、
関
係
者
の
協
力
の
下
、
公
判
前
整
理
手
続
等
に
お
い
て
必
要
な
審
判
期

間
及
び
公
判
期
日
等
に
つ
い
て
の
十
分
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り
裁
判
員
等
選
任
手
続
の
実
施
を
図
り
、

裁
判
員
裁
判
を
実
施
す
る
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
尽
く
す
こ
と
な
ど
、
本
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
る
よ
う

周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。 

三 

本
法
の
附
則
に
基
づ
く
三
年
経
過
後
の
検
討
の
場
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
視
点
か
ら
の
見
直
し
の
議
論
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
裁
判
員
経
験
者
、
犯
罪
被
害
者
等
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
、
十
分
に
配
慮
す
る
こ

と
。 

四 

裁
判
員
裁
判
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
裁
判
員
制
度
施
行
後
の
辞
退
率
の
上
昇
及
び
出
席
率
の
低
下
に
つ
い
て
十

分
な
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 
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五 

事
業
者
に
よ
る
特
別
な
有
給
休
暇
制
度
の
導
入
な
ど
の
職
場
環
境
改
善
の
促
進
、
保
育
所
・
学
童
保
育
等
を
日
常
的
に

利
用
し
て
い
な
い
者
が
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
の
確
保
等
、
で
き
る
限
り
国
民
が
裁
判
員
と
し
て
裁
判
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
環
境
の
構
築
に
向
け
て
、
更
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。 

六 

国
民
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
が
裁
判
官
と
共
に
訴
訟
手
続
を
行
う
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
差
し
当
た
り
刑

事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
国
民
参
加
の
制
度
で
あ
る
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
国
民
の
司
法
に
対
す
る
理

解
・
支
持
を
更
に
深
め
、
司
法
の
国
民
的
基
盤
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
て
確
立
す
る
た
め
、
広
範
な
視
点
に
立
っ
て
検

討
を
行
う
こ
と
。 

七 

本
法
の
附
則
に
基
づ
く
三
年
経
過
後
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
死
刑
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
員
制
度
の
在
り
方
、
性
犯

罪
に
つ
い
て
の
対
象
事
件
か
ら
の
除
外
な
ど
の
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
の
在
り
方
、
否
認
事
件
へ
の
裁
判
員
参
加
の
在
り

方
、
裁
判
員
等
の
守
秘
義
務
の
在
り
方
等
、
当
委
員
会
に
お
い
て
議
論
と
な
っ
た
個
別
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

裁
判
員
制
度
の
運
用
を
注
視
し
、
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。 

八 

裁
判
員
制
度
施
行
後
に
お
け
る
殺
人
罪
及
び
強
盗
致
死
傷
罪
等
の
起
訴
率
の
低
下
と
制
度
の
影
響
と
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
、
本
法
の
附
則
に
基
づ
く
検
討
ま
で
に
検
証
を
行
う
こ
と
。 
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裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

（
参
議
院
法
務
委
員
会
） 

政
府
及
び
最
高
裁
判
所
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

一 

長
期
間
の
審
判
を
要
す
る
事
件
等
の
裁
判
員
対
象
事
件
か
ら
の
除
外
手
続
に
つ
い
て
は
、
司
法
の
国
民
的
基
盤
の
確
立

を
目
的
と
す
る
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
に
鑑
み
、
そ
の
決
定
は
極
め
て
例
外
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
的
確
な
運

用
が
な
さ
れ
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。 

二 

裁
判
員
制
度
施
行
後
の
辞
退
率
の
上
昇
及
び
出
席
率
の
低
下
に
つ
い
て
十
分
な
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
裁
判
員
裁
判

に
対
す
る
国
民
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
法
教
育
や
裁
判
員
制
度
の
意
義
及
び
内
容
に
関
す
る
広
報
啓
発
活
動
を
拡

充
し
、
裁
判
員
経
験
者
の
体
験
を
広
く
国
民
が
共
有
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

三 

裁
判
員
の
心
理
的
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
の
方
策
の
推
進
及
び
裁
判
員
等
の
守
秘
義
務
の
範
囲
の
明
確
化
に
つ
い
て
更

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
裁
判
員
制
度
の
運
用
を
注
視
し
つ
つ
、
守
秘
義
務
の
在
り
方
全
般
に
わ
た
っ
て
引
き
続
き
十
分

な
検
討
を
行
う
こ
と
。 

四 

地
方
公
共
団
体
、
企
業
等
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
て
、
特
別
な
有
給
休
暇
制
度
の
導
入
や
託
児
・
介
護
施
設
の
優
先

的
利
用
等
、
仕
事
や
家
庭
を
持
つ
国
民
が
裁
判
員
等
と
し
て
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
更
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
。 

五 

本
法
附
則
に
基
づ
く
三
年
経
過
後
の
検
討
の
場
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
視
点
か
ら
の
見
直
し
の
議
論
が
行
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わ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
裁
判
員
経
験
者
、
犯
罪
被
害
者
、
法
廷
通
訳
人
な
ど
の
裁
判
員
裁
判
関
係
者
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

六 

当
該
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
司
法
に
対
す
る
理
解
・
支
持
を
更
に
深
め
、
司
法
の
国
民
的
基
盤
を
よ
り
強
固
な

も
の
と
し
て
確
立
す
る
観
点
か
ら
、
裁
判
員
制
度
の
対
象
の
範
囲
、
死
刑
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
員
制
度
の
在
り
方
、
公

判
前
整
理
手
続
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
着
目
し
、
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。 


